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今回は、設計・施工上の留意点の２回目

として、実際の工事として実施する内容と

計測管理、日常管理について述べます。工

事内容では、土留め壁、支保工、掘削、補

助工法などがありますが、紙面の都合で土

留め壁と支保工について述べることにしま

す。

土留め壁施工の留意点
土留め壁は土圧・水圧あるいは路面覆工

からの荷重を直接受け止める所定の強度と

場合によっては止水性を要求されます。そ

の荷重に対して根入れ部の受働抵抗と支保

工と協働して側圧に抵抗します。土留め壁

には様々な種類がありますが、ここでは土

留めでよく採用される親杭横矢板、鋼矢板

を取りあげます。

親杭横矢板・鋼矢板を施工する方法は、

打込み・圧入、せん孔建込みです。それぞ

れ施工機械が数種類ずつありますので、地

盤の状態と機械の適用性、杭長、周辺環境

などを考慮して決定します。

施工の留意点としては、上記のような機

能を発揮するため、正確に建て込むことが

重要です。土留め壁の建て込み精度が悪い

と、安全性が損なわれる、支保工の設置に

手間取る、躯体構築時に支障となる、など

の障害があります。留意点は以下のように

なります。

支保工施工の留意点
支保工は土留め壁に作用する荷重を土留

め壁、根入れ地盤とともに支える主要な部

材です。留意点を以下に記します。

「仮設構造物（土留め工）」のはなし⑨
６．設計・施工上の留意点２
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・ガイド定規を敷設する方法やキーパー
を使用する方法がある。

・継手がある場合には，上下の杭の直線
性を確保するとともに，継手箇所の深
度をずらして施工する。鋼矢板の場合
には継手のかみ合わせや打設中のとも
下がりにも注意する。

・偏打，ハンマーの横ぶれ，クッション
のずれなどに注意する。

・地下水が豊富な緩い砂層では孔壁が崩
壊するおそれがあるので，安定液を用
いるか，ケーシングパイプを用いる。

・横矢板は掘削完了後すぐに設置し矢板
設置後適切な材料で十分に裏込めを行
う。

・所定の掘削を終えたらすぐに設置す
る。

・腹起しブラケットは確実に溶接する。
・腹起しと土留め壁の間はコンクリート
を充填したり，鋼製の間詰め材を使用
してすき間を生じないようにする。

・切梁の取付け位置の腹起しにはスチフ
ナーやコンクリートで補強する。

・腹起しの継手位置は切梁の近くにする。
・切梁の継手位置は中間杭の近くにす
る。

連　載
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計測管理と日常点検
土留めの施工に当たり、計測管理を行う

ことがあります。工事の安全性を確保する

ために有用なことです。計測は所定の場所

に計測用の計器を設置して測定するもので

す。計測の目的や測定項目などを表－１に

記します。

こうした計測は計器を使用するため、貴

重なデータが得られますが、設置と計測に

少なからず費用が発生します。それに対し、

表－２に示す日常点検は特別な費用が発生

せず、毎日繰り返しデータを蓄積し、現象

を直接把握することができます。これらの

点検は定期的にされていると思いますが、

トラブルが発生した時、「そういえば、い

つからか忘れたけど、…」ということが良

くあります。そのため、毎日作成している

日報の一部に簡単なメモを残しておくと役

に立つことがあります。異常がないという

ことも重要なデータです。

・中間杭位置では座屈に対して切梁の固
定間距離を守れるように軸方向以外は
緊結する。

・腹起しと切梁の取付けが直角でない場
合には滑らないよう処置する。

表－１　計測の目的と項目

表－２　目視点検項目


